断面特性計算
　　河床データを基に各断面の水位による河積・水面巾・潤辺・径深・平均河床高・・・等の計算を行います。
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　　　　河積範囲　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　河積範囲
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　B　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　H　　　　H：水位
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　PH　　　　　　　　ｈ　　　　　　　　　　　　　　　　　　A：河積

　A　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　B：水面巾
Ｓ　　　　　　　　　　 　　　　　　　　 S：潤辺
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｈ：径深
                                                                                  h =H-A/B

                                                                                  h =H-A/S

PH：平均河床高
                                                     PH=H-h
――　計算水位のデータを作成します。
――　水位データの修正・出力をします。
――　河川断面特性計算を行います。
――　計算結果の表示・出力をします。
――　H-A曲線をグラフィックで表示します。
――　断面特性計算の終了
１．水位データ作成
　　　河川名を入力してください。

　　　作成水位のピッチ
計算したいピッチを入力します。     ピッチ ≧ 0.01ｍ
作成される水位ピッチの範囲

計画高水位（H.W.L）が入力されて

いる場合、各断面の最深河床高　～　H.W.L＋３ｍ
 　　　　　　　　　　 いない場合、各断面の最深河床高 ～　河床データの最高標高まで作成します。

２．水位データ修正・出力
　　　水位データの修正・出力をします。
　　　計画高水位（H.W.L）以外に指定水位（L.W.L等）がある場合は、
ここで追加入力してください。

３. 断面特性計算
　　　断面特性計算を行います。

計算桁を指定してください。

　　　　　　０位を指定しますと、河床年報の平均河床高計算書として
使用できます。

４．計算結果表示・出力
　　　計算結果を表示・出力します。
５．H-A曲線
　　　H-A曲線をグラフィックで表示します。

構造物の断面特性計算
潜水橋のように低水路にかかる橋の断面特性計算は、構造物を除いた空間が計算の対象になる為、河床データは一筆書きになるような連続データが必要になります。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　H.W.L
L.W.L
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